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三沢市国民健康保険運営協議会議事録概要 

 

１．日 時：平成２７年１１月１３日（金）午後１時３０分から 

 

２．場 所：三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出席者 

副 市 長：米田 光一郎 

 

【委 員】（１０名） 

会  長：山本 弥一 

会長代行：瀬崎 雅弘 

委  員：澤口 正義  樋口 茂樹  中山 広祥  小西 史人  鷹架 良子 

坂本 幸子  立花  肇  畑山 陽子 

 

【事務局】（６名） 

民 生 部 長：山本 智香子 

国保年金課長：小泉 厚子   課長補佐：湊  博一 

保険税係長：石井 美代子  国保係長：柳川 哲彦  税務課主査：吉田 将悟 

 

４．議 事 

司  会： それでは、定刻となりましたので、ただ今から三沢市国民健康保険運営協議会を開催い

たします。 

初めに、定足数についてご報告いたします。 

本日は、「馬場委員」、「澤上委員」、「豊川委員」から欠席との報告を受けておりま

すので、本日の出席委員数は１０名でございます。 

規則の定足数を満たしておりますので、本日の会議は成立することをご報告いたします。 

ここで、市長よりご挨拶申し上げます。 

 

副 市 長： ≪市長挨拶（代読）≫ 

 

司  会： ありがとうございました。 

続きまして、「山本会長」よりご挨拶をお願いいたします。 

 

会  長： ≪山本会長挨拶≫ 
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司  会： ありがとうございました。 

それでは、これから議事に入りますが、議長は協議会規則第３条により会長が務める事

となっておりますので、山本会長には議長席に移動していただき、議事の進行をお願いい

たします。 

 

議  長： それでは、「議事」に入る前に、本日の議事録署名人２名を決めたいと思いますが、私

からの指名でしてよろしいでしょうか。 

 

委  員：【異議なしとの発言あり】 

 

議  長： 異議なしと言う事でありますので、それでは、「中山委員」と「鷹架委員」の両名を議

事録署名人といたします。 

よろしくお願いします。 

それでは早速ではございますが、次第に従いまして進めてまいります。 

初めに、議題１「平成２７年度 三沢市国民健康保険特別会計補正予算（案）について」

であります。 

事務局の説明を願います。 

 

事 務 局： ≪配布資料に基づき説明≫ 

 

議  長： それでは、ただ今事務局より説明がありましたが、質問がありましたら挙手をしてご発

言願います。 

 

瀬崎委員： 歳入についてですが、資料を見ると一般会計からの繰入をもって増額と言うのは分かる

が、昨年度の決算では総額で約６億４００万円、今年度は約７億５，７００万円と約１億

５，０００万円と一般会計からの繰入が増えているが、その理由は何か。 

 

事 務 局： 一般会計からの「その他繰入」が増えた理由は、医療費等の支払いに対して保険税収入

が見合っておらず、それをカバーするために一般会計からの繰入を支払いに充てると言う

状況であります。 

医療費については、平成２６年度、これまでの最高でありましたが、今年度も上半期の状

況で、既に前年度を上回る見込みとなっております。 

 

瀬崎委員： はい、それは理解しました。 

      それで、なおかつ交付金が減額となっていますが、他市町村でも殆ど減額されている状

況なのか。 

そもそも交付金が減っていて、それを補うために一般会計からの繰入が増えると見えるが、

その辺りはどうか。 



~ 3 ~ 

 

事 務 局： 今回の減額は、例えば、５款の「療養費等交付金」については、あくまでも概算で請求

していますが、精算が見込みより少なかったため、多くいただいた分を返す事になったた

め減額したものであります。 

 

瀬崎委員： それでは、今後の話ですが、平成３０年度に県に移行された場合、一般会計からの繰入

とか、計算の方式等に変更があるのか。 

県に移行した場合の変更点について教えていだきたい。 

 

事 務 局： 平成３０年度に県に移行となりますが、移行となっても県内全市町村の税率が同じにな

る訳ではありません。 

県から、それぞれの市町村の医療費に見合った納付金と言う形で請求があり、それを各

市町村が県に納めることになります。 

      平成３０年度にスタートしても、先ほど言いましたように、税率は統一とはならず、今

まで市町村が行っていた保険税の賦課、徴収、窓口業務等は引き続き市町村が行うと言う

ことになりますので、この点については変更がありません。 

 

瀬崎委員： 県が算定方法を決めると言うことでありますが、三沢市の税率そのものを変更しろと言

う話があるのかと思うが、当市の国保の状況としては、人が減っている、高齢化している

と言うことでかなり税収が落ちている。 

抜本的には、一般会計からの繰入で賄っていると言う状況がありますので、そろそろ保険

税の値上げとか、そう言うことを検討して行って、少しでも一般会計からの繰入を少なく

する考えはあるか。 

 

事 務 局： 委員おっしゃるとおり、現状は保険税だけでは賄えない状況であります。 

年々一般会計からの繰入も増えてきていますので、その辺りについての現状を委員の皆様

にご説明し、ご相談したいと思っておりました。 

 

立花委員： 高度医療の現状について伺いたいのですが、主にどんな治療が原因か。 

 

事 務 局： 大きく医療費が増えた原因として、人工透析の患者さんが増えたことが一因と考えられ

ます。 

平成２６年度は２７人でしたが、２７年度の現時点で３９人、既に１２人増えております。 

      その他、１か月５００万円以上のレセプトが昨年１年間で４件でしたが、今年度は既に

４件、また、１か月１００万円以上のレセプトも増えている状況です。 

 

立花委員： 主に糖尿病とかの関係はあるのか。 
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中山委員： 糖尿病の患者さんは増えています。 

そう言う患者さんを長年見て行きますと、毎年、透析の方に移行して行く患者さんが慢性

腎炎による透析よりも多くなってきているので、これからも増えて行くと思われます。 

      透析になった場合は、得居泌尿器科、三沢市立病院、十和田の泌尿器科の方に紹介して

いる状況です。 

 

議  長： その他ございませんか。 

 

委  員：「なし」という声あり 

 

議  長： それでは、「なし」とのことでありますで、お諮りします。 

「平成２７年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（案）について」は、承認すること

にご異議ございませんか。 

 

委  員：「異議なし」という声あり 

 

議  長： 「異議なし」ということでありますので、「平成２７年度三沢市国民健康保険特別会計

補正予算（案）について」は承認することにいたします。 

次に、議題２「その他」でありますが、委員の皆様から何かございますか。 

 

立花委員： 先ほど、瀬崎委員からも同様の話がありましたが、現にここ何年か、おそらくこれから

も一般会計からの繰入が多くなるものと予想されます。 

我々被保険者からすれば、上げて欲しくはありませんが、前回の値上げから何年経つのか。 

我々も、いつまでも市の方に甘える訳にもいかないだろうと感じております。 

 

事 務 局： それでは、本日お配りしました、「三沢市国民健康保険特別会計の状況」についてご説

明いたします。 

 

      ≪配布資料に基づき説明≫ 

 

議  長： ただ今、事務局より説明がありましたが、質問等がありましたらご発言ください。 

 

立花委員： 資料にあるように、不足額を税で賄えるとするとかなりの負担額となり、正直言って我々

には中々受け入れられないと言う感じがします。 

      ただ、一般会計との兼ね合いと言うのは我々には分かりません。 

一般会計の極端な負担とならない額、その辺のバランス的なものは私には良く分かりませ

んが、その辺りはどう考えればいいか。 
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澤口委員： 確認したいのですが、正式な案件にはなっていませんが、色々な意見が出るでしょう。

議論がこれからどう会議されるものなのか、この場で聞き置くだけの話なのか、その辺り

をはっきりしないとまずいと思いますが。 

 

議  長： 今、事務局から現状説明をして、現状を各委員に知っていただき、意見を集約して、内

部で検討と言うことになると思います。 

まずは各委員の意見を伺いたいと言うことなので、現状に対してやって行けるのか、差し

迫っている状況なので意見を出していただきたい。 

 

澤口委員： 意見を出していただきたいと言うことであればいいが、この協議会として、この件につ

いて、ひとつの意見を集約した提案、案件ではないのかと思いますが。 

 

議  長： 今日は、現状を説明して、各委員の忌憚のないご意見を伺いたいと言うことですから。 

 

澤口委員： 今日は、委員の意見をただ聞き置くだけと言うことですね。 

 

事 務 局： 本日は、こう言う状況を踏まえて、保険税を値上げしてもいいかについて、委員の皆様

のご意見を伺えればと思っています。 

      ただし、値上げするにしても、税額等の問題もありますし、今日はあくまでも試算とし

てお示ししましたので、次の運営協議会で改正に向けた議論をしていだだきたいと考えて

おります。 

 

澤口委員： そう言うことであれば、きちんと正式な議題、案件を出した上で議論すべきと思います

がどうでしょうか。 

 

事 務 局： 澤口委員おっしゃるとおりですが、まずは現在の国民健康保険の状況を知っていただき、

委員の皆様が保険税の改正についてどのような考えを持っているかを伺いたいと考えてお

ります。 

      この後、何回か段階的に運営協議会を開催させていただいて、値上げした方がいいと言

うご意見が多いようであれば、案件として議題に乗せて議論していただければと考えてお

ります。 

 

議  長： 市民からすれば上げないで欲しい、しかしながら現状は高齢化社会で医療費が増えて来

ている。 

先ほど説明があったように、三沢市は一般会計からの繰入により値上げしないで来ている

現状にあるが、各委員の忌憚のないご意見をお願いします。 
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小西委員： 今、事務局からの説明を聞いて、現状は理解しました。 

今まで１５年間値上げをしないでここまで運営してきたのは、勿論、繰入があったからと

言うのは理解できますが、やはり、それにはそれなりの理由があったはずだと思います。 

      他市が、値上げ、改正をしてきている中で、三沢市が改正をしてこなかったと言うのは

何か理由があったと思いますので、その辺りを説明していただいたうえで、我々がどの辺

りで折り合いをつけて行くか、それから、他市との兼ね合いも考えて、一般の市民の方々

にもご理解いただけるような形をとって行くと言うことが、この協議会の務めではないか

と考えます。 

 

坂本委員： 値上げした方がいいかとの話になれば、皆さんしない方がいいに決まっていますが、状

況がそう言うことであれば、値上げをしないではいられなくなっている。 

ただ、ここで、それだけで値上げしていいかと言うことについては、返事に困る。 

保険税の決め方は、所得だけではないですよね。その辺りも、他の市町村の徴収の仕方、

税率の掛け方、そう言うことも専門的な方は分かっていると思いますが、私達一般の人に

は色々示していただいた方がもっと分かりやすいと思います。 

 

瀬崎委員： 資料７ページの「所得階級別割合」を見ると、世帯数で行くと約４割強が所得３３万円

未満、被保険者数も３５．６パーセントと低所得者が多い。 

      来年から消費税が１０パーセントに上がると言うことで、益々厳しい状況が続くと考え

られます。 

上げる、上げない、の前に、現状として低所得者の方が、どのくらいの国民健康保険税

を支払っているのか伺いたい。 

 

事 務 局： 所得階級３３万円未満の方の保険税は、軽減世帯に該当します。 

      軽減率は、２割、５割、７割となっていますが、所得が３３万円未満の世帯は７割軽減

の対象となります。 

      軽減に該当しない場合の保険税は、年間７２，０００円ですが、７割軽減に該当した場

合は年間２１，６００円となります。 

 

瀬崎委員： 先ほど、坂本委員が言われたとおり、改正によりかなり税率も変わってくると思います

ので、もう少し、どれが一番いいかとか、更に検討すべきだと思います。 

      また、何で今まで上げなかった理由はどうでしょうか。 

 

事 務 局： 診療報酬支払準備基金があったので、上げなかったのだと思われます。 

 

瀬崎委員： ３年くらい前ですか、基金がかなり変動しましたよね。 

      その時点でもこう言う状況は把握できたと思いますが、その時点で税率を上げる検討は

したのか。 
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事 務 局： 大変申し訳ありませんが、当時の担当者が全て異動しており、分かりかねます。 

      ９月議会で、国民健康保険税についての一般質問がありまして、国保特別会計がずっと

赤字だと言う状況を答弁しました。 

      その中で、値上げするのか、しないのかと言う質問には、担当課としては、市の財政状

況もありますし、国民健康保険運営協議会がありますので、委員の皆様と相談して参りた

いとの答弁したところであります。 

      その辺も含めて、９月議会での一般質問に対する答弁を先にご説明すれば良かったので

すが、遅くなりまして申し訳ありません。 

 

坂本委員： 今の答弁からすると、この協議会で、上げなくても良い、上げないでください、と決ま

ってしまえば、値上げしないでいられる状況なのかどうか。 

      ここで決めてください、私達が処理します、その後で色々と工夫と言うと、工夫の仕方

があるのかなと一般的に思ってしまいます。 

      この資料だけで計算している訳ではないと思いますので、ここに出していない資料もま

だあるのだなと個人的に思いますので、ここで上げましょう、上げません、と言う即答は

できません。 

      ただ、ここまで一生懸命計算してみた結果、ここまで上げなきゃいけません、と言うと

ころまで示してくれれば、もっと密に話し合うことができるのではないかと思います。 

 

議  長： 今、坂本委員は、ここで値上げしないで一般会計から繰入してもらえばとなったら、で

きますかと、その辺りはどうなのか。その後の資料うんぬんは別として。 

      この協議会で、市民のことを考えれば一般会計から繰入となった場合、それでいいのか、

やって行けますかと言うことなんですが。 

 

事 務 局： はっきり申し上げまして、現状ではやって行けない状況であります。 

今回、この改正については、市長から運営協議会に対して諮問、協議会から答申をいただ

かなければならない事項であります。 

協議会の方で、値上げについて駄目だとなれば別ですが、事務局としては、一般会計に頼

らなければならない差し迫った状況でありますので、実情は値上げしなければならないと

思っております。 

 

小西委員： 今、事務局から説明いただいたので分かりますが、先ほど坂本委員が言われましたよう

に、運営協議会の委員として一般市民から問われた時に、何を根拠にしてあなたたちがそ

れを認めたのかと言うことをきちんと説明できるようにしておかないと、この協議会の意

義がなくなります。 

      そう言う意味で先ほど言われたことは分かりますが、やはり今までの経緯と、検討する

のであれば、もうちょっと時間を掛ける、資料も必要だと思います。 

     私は、一委員として市民から問われた時に、今の状況では答えられないと思っております。 
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澤口委員： 今、まさに小西委員、坂本委員が言われたような事で、簡単に議論するようなことでは

ないんですよ。 

      ですから、あらゆる資料を準備して私達に提示しなければ、小西委員が言われたとおり

市民に対して説明責任を果たせない。 

      ですから、私はもう１回、何回協議会を開いてもいい訳ですから、きちんとした準備を

した上で、我々に議論を求めていただきたいと思います。 

 

議  長： 今、各委員から色々なご意見をいただきました。 

現状は分かりましたが、事務局は大変だろうけど各委員に分かりやすい資料を。 

各委員も説明責任を問われますので、事務局には、各委員の参考意見を踏まえて、きちん

とした資料の作成を委員長からお願いします。 

それでは、以上で議長職を終わらせていただきます。 

本日は、ご協力誠にありがとうございました。 

 

司  会： それでは、以上をもちまして三沢市国民健康保険運営協議会を終了いたします。 

皆様、大変お疲れ様でした。 

 

以  上 


